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北海道建設部建築局長 椿 谷 敏 雄

道有施設の整備における
建築局の取り組み

はじめに、このたびの胆振東部地震により亡く

なられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとと

もに、被災されました皆様に心よりお見舞い申し

上げます。

さて、（一社）北海道電業協会の皆様には長きにわ

たり、北海道の営繕行政の推進にご理解とご協力

を頂き、厚くお礼申し上げます。

現在、道の建築局においては、札幌医科大学の

教育研究施設や大学管理施設をはじめ、名寄警察

署庁舎の改築や江別市にある道立図書館敷地内へ

の北海道立文書館の改築といった大規模な施設の

改築を行っています。その他、高等学校等の改修

や災害対策の中枢的な役割を担うための空知合同

庁舎の非常用電源設備の設置といった機能強化の

ための改修工事など様々な工事も手がけています。

さらに、今後益々道有建築物の老朽化が進むこ

とから、長寿命化に向けたストックマネジメント

の強化も必要となります。このため、修繕業務の

集約化を進め、業務の効率を図るなど、予防保全

型による長寿命化の推進に努めていくこととして

います。

さて、今年は本道が「北海道」と命名されてか

ら１５０年の節目を迎えます。歴史・文化といった

先人から受け継いできた貴重な財産を次の世代に

継承し、持続的な発展が求められる年でもあります。

建築局におきましても、これまで取り組んでき

たストックマネジメントをより一層進めることと

し、「確かな建築技術とストックマネジメントによ

り、地域とともに歩み続ける公共建築物を目指し

て～北海道１５０年から次世代への継承～」を基本

理念に掲げたところです。

この理念により、価値ある道有建築物ととも

に、確かな技術も次世代に受け継いでいきたいと

思っています。

近年、営繕工事における「働き方改革」に向け

た取り組みが課題となっています。建築局では、

今年度から若手技術者の確保、育成及び建設現場

が男女ともに働きやすい環境へと改善することを

目的として週休２日を確保したモデル工事や快適

トイレの導入を実施することとしております。

貴協会におかれましても、就労者の技術研修は

もとより、工業高校や専門学校などの技術系教育

機関との連携を通じて、生徒に電気事業について

の素晴らしさをPRするほか、インターンシップ

の実施など将来の電気技術者の確保にも力を注が

れており、次世代への継承にご尽力いただいてい

るところです。こうした担い手の育成や技術の継

承への取組みにおいては、官民が連携すること

で、就労者の労働環境の改善や若手技術者の確保

の推進が円滑に進みます。このため、今後とも貴

協会と協力させていただくことで、道内の建設業

界の今後の益々の発展に繋げていけることを期待

しております。

また、今年７月の豪雨災害やこのたびの地震災

害においては、被災地に建築局職員を派遣し、住

宅の被害認定調査や応急危険度判定などの支援を

行いました。このような大規模災害では、日頃、

貴協会が携わっている電力の確保が必要不可欠で

あり、貴協会員による災害緊急対応が非常に重要

な活動となります。社会活動のライフラインを担

っている貴協会に敬意を表すとともに、今後とも

行政の良きパートナーとしてその役割を十分に果

たされますことを、この場を借りてお願いいたし

ます。

最後になりますが、貴協会のさらなるご発展と

会員皆様のご活躍を心から祈念いたしまして、挨

拶とさせていただきます。

－１－
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６月１３日�北海道電気会館において、平成３０年
度安全大会を（一社）札幌電設業協会との共催にて開
催しました。
この大会は、７月１日から始まる「全国安全週
間」に向けて安全意識を高めることが目的です
が、当日は、両団体会員企業の経営者及び幹部等
が１７６名（１４１社）参加し、今年度のスローガンで
ある「新たな視点でみつめる職場 創意と工夫で
安全管理 惜しまぬ努力で築くゼロ災」に鑑み、
安全最優先で対策に取り組んで行くことを決意す
る場となりました。
開催にあたり、（一社）札幌電設業協会の伏木 淳安
全衛生委員長から「安全管理は毎日同じことを繰
り返す地道な作業だが、マンネリ化しないよう、
現場に携わる多くの人達が良く話し合い、取り組
んで欲しい。今日の講話を今後の安全管理にぜひ
活かして下さい」との挨拶がありました。
最初に、札幌市都市局建築部電気設備課の高松
静知課長から講話をいただきました。まず、平成
２９年度の札幌市発注工事における事故の発生状況

を報告され、個別事例について具体的に原因及び
再発防止策を説明いただき、「事故を起こすと企業
は様々責任を問われる。現場作業は余裕を持って
行うことが大事。また、５S運動（整理、整頓、
清掃、清潔、しつけ）にも取り組んで下さい」と
お話しされました。
引き続き、北海道警察本部交通部交通企画課の
加藤 貴公課長補佐様より交通安全についての講
話をいただきました。自転車条例についての若年
世代の認識がまだまだ十分でないこと、道内で依
然として飲酒事故が起こっていること等が説明さ
れ、また、自動車事故の事例をドライブレコーダ
ー画像を活用しながら紹介いただき、「事故防止に
一層取り組んで下さい」との要請がありました。
最後に、当協会の宇野 徹専務理事より「これ

から夏場を迎え、厳しい労働環境の時期になりま
すが、更なる安全活動への取り組みを会社を挙げ
て実践していただきたい」と参加者に呼びかけ、
大会を閉会しました。

平成３０年度 安全大会

高松電気設備課長 加藤課長補佐

－２－
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平成３０年７月１８日�北海道電気会館において、
当協会及び（一社）札幌電設業協会共催による「札幌
市電気設備施工研修会」を開催し、現場責任者な
ど１４１名が参加しました。今回で３５回目となるこ
の研修会は、札幌市から担当者を招き、施工上の
留意点や事前に提出していた質問・要望事項につ
いて説明を受け、今後の施工技術向上などに役立
てています。
はじめに主催者を代表して（一社）札幌電設業協会
の加藤 定義副会長から「電気設備工事施工にお
ける注意点等学んだ事を現場の施工に役立てて頂
きたい。また、工事最盛期を迎えるが良い成績で
終わらせて、安全にも十分注意してもらいたい」
と呼びかけました。
また、札幌市都市局建築部の高松 静知電気設

備課長からは「２０１８年度の工事発注件数は７０件程
度を予定している。７月１０日現在で約５０件を発注
しました。今後も学校や団地などの大規模工事を
予定している」と挨拶されました。この後、講師
の皆さまから電気設備工事に関する留意事項、電
気設備工事仕様書改定内容などを説明いただきま
した。
引き続き会員から事前に寄せられた質問・要望
の１８項目には、電気設備課と工事監理室が分担し
て丁寧にご回答いただき、互いの認識共有を図り
ました。
最後に（一社）札幌電設業協会の橋本 佳明技術委

員長から工事施工の留意事項、事故事例、工事仕

様書の改定内容等について講師の皆様より詳細な
解説をいただいた事に対する謝意を表し、閉会挨
拶といたしました。
【研修内容】
１．札幌市発注電気設備工事に関する講話
２．電気設備工事に関する留意事項について
３．平成３０年度電気設備工事仕様書の改定内容に
ついて

４．会員からの質問・要望事項に関する回答
【講 師】
札幌市都市局建築部電気設備課

課 長 高松 静知 様
電気一係長 山田 英晴 様
電気二係長 池田 政幸 様

札幌市財政局工事管理室技術管理課
電気検査担当係長 太田 潔 様

〃 佐藤 公俊 様

平成３０年度 札幌市電気設備施工研修会

ご挨拶 高松電気設備課長

－３－
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平成３０年８月８日�当協会および（一社）日本電設
工業協会北海道支部共催による技術系学校との意
見交換会を札幌グランドホテルで開催いたしました。
業界と技術系学校相互の現状認識の把握と意

見、要望を聞くため毎年行っています。
今回は大学１校、専門学校２校、高校８校から

１１名が出席し、当協会からは山口副会長をはじめ
６名が出席いたしました。
はじめに山口副会長から「本日は生徒さんの思
いや先生方の皆さんが当業界をどのように感じて
いるか等、忌憚のないご意見をお聞かせ願いた
い」と開会挨拶をいたしました。
当協会から主な事業内容を説明。続いて道内の
技術系学校を対象に毎年調査している「平成３０年
３月卒業生の就職状況」及び「平成３０年度技術安
全基礎教育講習会」の実施結果を報告。さらに、
今年６月に調査した「インターンシップ実施企業
調査結果」についての報告と今年度の当協会会員
企業の実施計画を説明いたしました。
先生の方から「①生徒数減少により電気科の学
級数が減少している。このままでは１５年先、ライ
フラインを担う電気工事の人材がいなくなる ②
電気科の人気もなくなってきている ③札電協青
年部の説明会を聞いた生徒が就職に結びついてい
る ④業界を志望する学生を増やすため中学生、
保護者、各級の議員などにライフラインの重要性

などを訴えることが必要 ⑤福利厚生費や休日確
保 ⑥現場先輩の指導についていけなくなり、今
年入社した子が一年持たないで離職した。今時の
若者の接し方等、指導者の育成もお願いしたい
⑦進路決定に影響力のある母親に、大手や有名企
業指向が強まっている」などの要望・意見が出さ
れました。
これに対して当協会からは「①各先生のご意見
から我々は共通の課題を持った仲間であると感じ
た ②新入社員は宝である。入社後、１級電気工
事施工管理の資格取得まで１０年間がキャリア形成
に会社・本人ともに重要。我慢することも指導願
いたい ③学校の先生との情報交換が必要である
と感じた ④電気科の現状等を機会あるごとに議
員さんたちに訴えていく ⑤働き方改革の法案が
成立したので当協会の業界も働き方を考えていか
なくてはならない」と理解を求め意見交換会を終
了いたしました。

［参加校］
北見工業大学、札幌科学技術専門学校、日本工
学院北海道専門学校、札幌工業高校、札幌琴似工
業高校、室蘭工業高校、小樽未来創造高校、函館
工業高校、旭川工業高校、北見工業高校、滝川工
業高校

技術系学校の先生との意見交換会

－４－
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平成３０年７月３１日�当協会および（一社）日本電設
工業協会北海道支部共催による技術系学校生徒と
の施設見学会を開催しました。
参加した学校は札幌市内の専門学校１校、高校
２校から先生３名、生徒１４名、合計１７名が参加し
ました。
今回の見学場所は、北海道電力㈱伊達発電所で
す。（所在地：伊達市長和町１６３番地１）
伊達発電所には２基のユニットがあり、総出力
は７０万kW。昭和５３年１１月に１号機（３５万kW）、
昭和５５年３月に２号機（３５万kW）が運転を開始
し、重油を燃料とする火力発電所として、室蘭の
一大工業地帯をはじめ、西胆振一帯および全道の
電力安定供給に寄与しています。
伊達発電所の燃料受入パイプラインは、発電所
で使用する燃料油（重油）を室蘭から輸送するも
ので、その延長は約２５㎞に及んでいます。
このパイプラインには強じんな鋼鉄製パイプが

採用されており、加えて高性能の監視装置により
常にパイプライン全体の厳重な監視を行っていま
す。また各種保安設備を設けており安全性の高い
設備となっています。
また、発電所構内には、平成２３年６月に伊達ソ
ーラー発電所も設置されています。発電出力
１，０００kW、年間発生電力量（想定）１００万kWh．
（一般家庭約３００軒分の電気使用量に相当）。
見学に先立ち北海道電力㈱伊達発電所 発電課

の勝見副長他２名のご担当の方から概要説明を受
けた後、施設内の見学となりました。
学生たちは、実際に見るタービン・発電機、中
央操作室、太陽光パネルなどの各設備について、
担当者からの詳細な説明を熱心に聞き入っていま
した。

同行した先生からは「学生たちには最先端設備
に触れる機会であり、たいへん有意義なので今後
も継続してもらいたい」と要望を受けました。

技術系学校生徒との施設見学会

－５－

会会報　　　　１Ｃ　１５０線／１８３号　秋　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／１８３号　秋／００５　　　　　技術系学校との施設見学会  2018.09.28 17.05.18  Page 5 



狩勝峠

新得駅

新そばまつり

■町の概要
四季折々に美しい姿を見せる東大雪の山々と日
高山脈の山懐に抱かれた、豊かな自然あふれるま
ち新得町。
新得はアイヌ語で「シットク・ナイ」がなまっ
たもので、山の肩、または端という意味です。ま
た、アイヌの人たちがお酒を造るための漆器を
「シントコ」といい、これを作るための土地だっ
たともいわれています。

明治３２年に
山形県からの
移住者によっ
て開拓の鍬が
下されまし
た。明治４０年

には狩勝トンネルが開通、鉄路の発達により福
島、宮崎、埼玉からの団体などの移住が増加し、
新得市街地が形成されました。大正６年に鉄道の
機関区、保線区等の施設が設置され、道東と道央
を結ぶ鉄道の要衝のほか、西部十勝における農林
産物の集積地として発展しました。現在もJRの
特急全便が停車し、北海道のほぼ中央・重心地に
位置することから、道内各地へのアクセスに優れ
ており、道東の玄関口として交通の要所となって
います。
大正４年に人舞外１カ村から屈足村として分村
し、大正１２年に新得村と改称、昭和８年に町制を
施行し、平成２５年に町制施行８０年、平成３１年に開
拓１２０年を迎えます。

基幹産業である農業では、主な農作物として小
麦やてん菜、豆類、そばなどが挙げられます。ま
た、酪農と畜産では、飼育頭数が乳牛は約８千
６００頭、肉牛は約２万６０００頭を数えます。
総面積１，０６４k㎡のうち約９０％が森林地帯で、豊
かな森林から流れ出る清流を利用した７つの水力
発電所を有し、全道への電力の安定供給の役割を
担う電源のまちでもあります。
また、誰もが健康で安心して家族で生活できる
まちを目指し、聴覚障害者の授産施設や、全国で
２番目に建設された聴覚障害者専用の老人ホーム
など町内には福祉施設も数多くあるほか、平成２６
年４月からは、町村では全国初となる「手話に関

する基本条
例」が施行さ
れ、町民主体
の手話グルー
プの活動も活
発であり、町
全体で福祉活
動が積極的に

行われています。
平成３０年７月末現在の町の人口は６，１１５人で、

世帯数は３，３０４戸です。

■そばのまち

全国的にも品質が高いことで知られる新得のそ
ば。山麓地帯特有の昼夜の寒暖差が大きく冷涼な
気候が風味の高いそばを育てます。各そば店では
熟練の職人による手打ちそばが味わえるほか、毎
年９月の最終日曜日に開催される「新そば祭り」
では、町内のプロ・アマのそば打ち名人が一堂に
会し、自慢の腕をふるった「採れたて」「挽きた
て」「打ちたて」「茹でたて」の香り高い新そばを食
べ歩きすることができます。

人が集い 賑わいと 笑顔が広がり
未来につながるまちを目指して ～新得町～

新得町長 浜 田 正 利

－６－
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ラムジンギスカン

チーズセット

新得そばセット

■自然を楽しむ
四季折々の
表情を見せる
自然豊かな新
得では、多彩
なアクティビ
ティを楽しむ
ことができま
す。
夏はカヌー
にラフティン
グ、釣り、乗
馬のほか日本
百名山として
も名高いトム
ラウシ山の登
山などが楽し
めます。
冬は国内有
数のリゾート
地サホロでの
スキーやス
ノーボードな
どの各種ウィ
ンタースポー
ツが満喫でき
ます。また、
トムラウシ山
の東麓に位置

する秘湯トムラウシ温泉では、四季折々の美しい
自然を感じながらゆったりとした時間を過ごすこ
とができます。

■観光宣隊しんとくレンジャー
新得を強力にPRするゆるキャラ。町内外のイ

ベントなどで活躍しています。
・風味豊かな新得のそばを担当する「そばレッド」
・雄大な新得の自然、山担当の「山グリーン」
・新得の豊富な温泉を担当する「温泉ピンク」
しんとくレンジャーを見かけたときは是非お声
掛けください。

■ふるさと納税
新得町のふるさと納税では、そばやチーズ、新
得地鶏、エゾ鹿肉、干物、焼酎などのまち自慢の
特産品のほか、温泉の宿泊券やアウトドアアク
ティビティの体験チケット、木工品といった様々
な返礼品をご用意しています。
皆様からお寄せいただいた寄附金は、新得町の
森林や水資源、街並みの美化、子育てや福祉、観
光振興、歴史や文化、スポーツの振興などに役立
てていきます。ふるさと納税制度をご活用いただ
き、ぜひ新得町を応援してください。

・新得町ホームページ（ふるさと納税のページ）
http : //www.shintoku-town.jp/furusatonouzei/
・ふるさとチョイス（新得町）
https : //www.furusato-tax.jp/city/product/０１６３５

－７－
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■村の概要
新篠津村は、石狩平野の中央部にあり、北緯４３
度１３分、東経１４１度３８分（役場所在地）に位置
し、東西８．７km、南北１４．３kmに延び、人口３，１６３
人（平成３０年３月現在）、総面積７８．０４�を有して
います。
新篠津村の基幹産業は農業です。安定した気候
と立地で、道内でも有数の米どころとして知られ
ています。農業の基幹をなすのは米づくりで、道
央圏における食料供給基地としての役割を担って
います。農家一戸あたりの水田経営面積は全国で
もトップクラスで、水田地帯として高品質の米を
市場や食卓に送り出しています。

■観光スポット
○道の駅しんしのつ

道道１３９号線沿いに位置する、日帰り入浴可能
な宿泊温泉施設併用の道の駅として、石狩管内唯
一であり、人気を集めています。道の駅としての
機能を充実させるため、２０１１（平成２３）年度に、
駐車場の整備、屋外トイレを設置しました。さら
に新篠津村の安心・安全な農産物や加工品、軽食
を提供する「しんしのつ産直市場」をオープン
し、新篠津村の魅力を発信しています。
道の駅を併設する「しんしのつ温泉たっぷの

湯」は、２０１５（平成２７）年１２月に内風呂源泉かけ
流しの天然温泉としてリニューアルしました。眼
前に石狩平野が一望できる露天風呂があり、最大
１０４名収容の宿泊施設や大宴会場、大研修室、レ
ストラン、カラオケルームなどを完備し、のんび
りとした時間を満喫することができます。

○わかさぎ釣り

青空、緑、地平線。他に何もない贅沢
～新篠津村～

新篠津村長 石 塚 隆

－８－
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しんしのつのおこめちゃん
（新篠津村PRキャラクター）

しのつ湖の冬の風物詩として人気の「わかさぎ
釣り」があり、毎年２万人以上の観光客で賑わっ
ています。釣り場は北釣場、南釣場、たっぷ釣場
の３カ所があり、必要な釣り具は、すべてレンタ
ルでき、ストーブ付き小屋のレンタルがあるの
で、手ぶらで行って、暖かい場所で思う存分わか
さぎ釣りを楽しめます。

○しのつ公園

しのつ公園にある「しのつ公園キャンプ場」で
は、整備のいきとどいた環境で、存分にアウトド
アを楽しむことができます。中でも人気のキャン
ププランは、「手ぶらでキャンプ」です。これは、
その名のとおり、キャンプ用具一式を全てレンタ
ルでき、パークゴルフ場や温泉も利用できます。
元々、しのつ公園キャンプ場は初心者向けのキャ
ンプ場ですが、この「手ぶらでキャンプ」は、初
めてキャンプをしたいという方にぴったりのプラ
ンとなっています。
さらに、昨年７月より始まり、大好評をいただ
いているプランの「グランピング」があります。
これは、ベッドやソファ、冷蔵庫、電気ケトルな
どが備え付けられたテントで贅沢なキャンプを楽
しめるプランです。夕食には、豪華なバーベ
キュー料理や季節のお鍋など、こだわりの食材を
楽しむことができます。
また、冬には暖房設備を完備し、快適に過ごせ
るようになっていて、冬でもキャンプをやりたい
という方でも楽しめるプランとなっています。

■ふるさと納税
１万円以上の寄附で貰えるお礼の品には、新し
のつ産田楽福米（たらふくまい）５kg×２種（な
なつぼし、ゆめぴりか）や、新しのつ産玉ねぎ１０
kg、とうもろこし「プレミアムホワイト」７本、

炎の華白菜キムチ・大根キムチセット、地酒「大
法螺」２本セット、有機小麦粉「はるきらり」５
kg、こめサイダー２０本、黒豆「黒千石大豆」２kg
などがあります。
さらに、２万円以上の寄附で貰える品には、新
しのつ産特別栽培米「５kg×２」を２ヶ月連続お
届けや、新しのつ産メロンギフト、などがあります。
また、３万円以上の寄附で貰える品には、オー
ガニックパンセット３ヶ月連続お届けなどがあり
ます。
さらに、５万円以上、１０万円以上の寄附で貰え
るお礼の品には、たっぷの湯・ニューしのつゴル
フ場ギフト券がそれぞれ４０枚、８０枚があります。
ここで紹介したもの以外にもたくさんの魅力あ
るお礼の品がありますので、是非お問い合わせく
ださい。

問い合わせ先
北海道新篠津村 総務課
（TEL：０１２６－５７－２１１１）

－９－
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店の外観 薪ストーブ 古いスキー

鳥レバーのパスタ グリーンサラダ

ジェノベーゼとチーズカッター ボロニエーゼ 豚ロースのグリル

店主の帆足さん アルファ１３００Ti ドゥカティ９００SS

株式会社 関電工

北海道支店長 太刀川 雅弘

北海道の食といえば新鮮な魚介類が代名詞のよ

うなものですよね、おいしい「寿司」を出すお店

は皆様もよくごぞんじかと思いまが、今回は値段

もリーズナブルでカジュアルながら本格的なイタ

リアンが食べられる店を紹介いたします。

物に対するこだわりがめっぽう強い店主の帆足

さんが経営するこの「BAMBINO」バンビーノは

一見イタリアンレストランには見えない店構え

で、駐車場の奥のガレージには怪しげな車やバイ

クがところ狭しと置いてありますが、それは無視

して階段を上がり２階のレストランに入ります。

店の中央には薪ストーブが鎮座しており、冬に

は薪のにおいのする心温まる空間を演出します。

本棚には古い車やバイク、スキー、登山の雑誌が

置いてあり、小さな音で流れる品の良いジャズ、

ボサノバ、女性ボーカルがおいしい料理に花を添

えます。このように物に対するこだわりが大変強

い店主の帆足さんですから料理もこだわりが強い

のは当然で、モットーは「自家製」です。たとえ

ばこのグリーンサラダ。市販のドレッシングは使

いません。ハーブオイルとフランボワーズビネ

ガーを基本に塩とこしょう、本場のイタリアでは

サラダはこれが定番です。おいしいですよ。市販

のドレッシングの方が安いそうですが、塩が強す

ぎてダメだそうです。あとは燻製のスモーカーで

作る自家製ハム・ソーセージや自家製ケーキ。そ

してパルメザンチーズを手動のチーズカッターで

ふりかけるという凝りよう。ランチタイムにはパ

スタを１０種類の中から選べます。どれもおすすめ

ですがこのお店で有名な鳥レバーは細かく砕かれ

た白レバーを十分に炒め黒胡椒が利いていてコク

の深い味を楽しませてくれます。ジェノベーゼは

バジルの香りが濃厚です。ボロニエーゼは荒目の

挽肉で、ほんのり塩の利いたパスタと相性抜群で

す。あとは自家製のケーキは甘さ控えめ、珈琲は

ブラックで飲むのがお勧めです。パスタランチは

これで９７０円とお得です。

このお店は本格パスタが手軽に楽しめます。是

非食べてみてください。あ、それと言い忘れまし

た。さっき無視した１Fにある車は１９６８年製アル

ファロメオジュリア１３００Ti，バイクは古いドゥカ

ティ９００SS。ちなみに玄関先で見つけた７０年代の

スキーについていたビンディングはサロモンの選

手用に提供していた限定品でした。またレストラ

ンで使っているスピーカーはJBL４３１２。料理の味

と同様に色々こだわっていますよ。

【店名】「Ristorante Bambino」リストランテ バ

ンビーノ

【住所】札幌市中央区北６条西１９丁目２２番地

【電話】０１１－６１４－３３７７

【営業時間】１１：３０－２３：００（LO ２２：００）水曜

定休

［Lunch／月～金］１１：３０‐１４：００

P６台

～シリーズ～「私のいちおし」

－１０－
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完成予想図

平成３０年６月２６日�技術安全委員会委員４名、
苫小牧電業協会６名、苫小牧市２名の合計１２名に

よる安全衛生パトロールを実施しました。

今回の現場は、錦戸・西川・山西 特定建設工

事共同企業体による苫小牧市発注の（仮称）沼ノ

端鉄北地区複合施設新築電気設備工事で、児童セ

ンター、集会室、市の出張所の機能を併せもつ施

設です。

（苫小牧市北栄町３丁目３番１）

苫小牧電業協会の中村会長の挨拶に続いて、現

場代理人の戸松 高博 氏〔㈱錦戸電気〕から工事

概要、作業内容を聞いた後、工事現場に向かいま

した。

当日の主な作業はA工区照明器具取付・配線な

どでした。

パトロールは現場事務所、A工区、B工区、C

工区それぞれの一般事項、墜落防止、感電防止、

衛生環境、防火管理などを点検して終了しました。

終了後、工事現場の会議室に移動して、点検表

のチェック項目を整理し個別に各委員から、全般

的に整理整頓はされているが、高所足場の梯子の

支持が弱い、使用中の電工ドラムにアースなしの

ものが見受けられた等、建築関係も含めて改善が

必要な点などの点検結果が発表されました。

最後に当協会の佐藤技術安全委員長から「これ

から、工事繁忙時期に加え８月中旬には受電予定

なので危険ポイントが変わってくるため、作業員

の安全管理をお願いしたい」と総評がありました。

安全衛生パトロール実施報告

－１１－
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電気設備施設見学会は、会員企業の技術向上と
最新設備の見聞を深めるため、毎年実施していま
す。今年は平成３０年６月１４日�、１５日�（一社）電気
設備学会北海道支部共同で開催しました。
今回の見学場所は北海道電力㈱北斗変換所建設
作業現場（北斗市中山３７‐２２）、電源開発㈱函館変
換所（亀田郡七飯町字峠下７０３）、函館市函館ア
リーナ（函館市湯川町１丁目３２‐２）の３施設です。
当日は参加者１９名が札幌駅北口に８時４５分まで
に集合し貸切バスで出発。途中、長万部のドライ
ブインで昼食休憩を挟みながら初日の見学場所と
して建設工事進行中の北海道電力㈱北斗変換所に
到着しました。
既存の函館変換所（北海道・本州間連系設備）
は６０万kWで運転中ですが、同施設は、設備の点
検や将来の設備更新においても北海道の電力安定
供給を実現するため、新たに北海道・本州間連系
設備として３０万kWを２０１９年３月運転開始を目指
して現在建設しています。
■設備概要
○連系区間：北斗変換所（北海道側）～今別変換

所（本州側）
○送電設備：回線数１回線 支持物～鉄塔２６９基
【北海道側２０５基（７７�）、本州側６４基（２１�）】

・地中線：回線数１回線 ケーブル本線１条（２４
�）帰線１条

○変電設備：自励式変換器 送電容量３０万kW
翌日、最初の見学場所は電源開発㈱函館変換所
です。

同施設は我が国初の直流超高圧送電線を導入し
１９７９年に北海道・本州間電力連系設備（北本連系
設備）１５万kWとして完成し、その後１９８０年に３０
万kW、１９９３年には６０万kWに増強され現在に至っ
ており、この連系により日本の電力設備は北海道
から本州までひとつになりました。
■設備概要
○連系区間：函館変換所（北海道側）～上北変換

所（本州側）
○送電設備：回線数２回線 支持物～鉄塔３７４基
【北海道側８０基（２７�）、本州側２９４基（９７�）】

・地中線：回線数２回線 ケーブル本線２条（４３
�）帰線２条

○変電設備：他励式変換器 送電容量６０万kW
続いての見学場所は函館市の函館アリーナで

す。この施設は最大収容人員５千人規模の多目的
施設で大規模なスポーツ大会、コンベンション、
コンサートなど多彩なシーンに対応できる「使い
やすい」施設となっております。
（工事着工：２０１３年９月、完成：２０１５年７月）
見学途中、説明者に対する質問等が多数あり参
加者のそれぞれの施設に対する関心の高さを感じ
る有意義な見学となりました。
お忙しい中、ご説明いただきました北海道電力
㈱函館工事事務所の金木 明浩所長様、電源開発
㈱北地域流通システムセンターの野阪 直人セン
ター長様、函館市役所都市建設部建築課の小林
優希様他関係者の皆様、誠にありがとうございま
した。

電気設備施設見学会
・北海道電力㈱北斗変換所について
新たに北海道の電気の品質をより安定的に維持
するため、日本初の自励式変換器による交直変換
装置を採用した３０万kWの連系設備を建設してい
ます。（２０１４年４月着工、２０１９年３月運転開始予
定）

・電源開発㈱函館変換所について
北海道と本州間は、津軽海峡に隔てられており

長い間技術的、経済的に電力連系が困難でした
が、１９７９年に完成した日本初の本格直流送電設備
となる北本連系設備により電力系統が連系され本
州との電力融通が可能となっています。
東日本大震災発生直後には、電力不足に陥った

東北や関東地域に北海道から６０万kWの電気を送
り続けました。既存の連系設備は、３０万kW×２
極（計６０万kW）で構成されています。

既存の連系設
備 60万kW
（電源開発所
有）

北海道電力㈱
の新設連系設
備 ３０万kW

－１２－

会会報　　　　１Ｃ　１５０線／１８３号　秋　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／１８３号　秋／０１２　　　　　電気設備施設見学会  2018.09.21 19.16.01  Page 12 



（特別賞）
Ｂ Ｇ 住本 邦裕 北海道タツヲ電気
平 和 賞 中田 徹三 旭日電気工業
大 波 賞 田村 富生 北工電気
小 波 賞 滝澤 秀樹 滝沢電気設備
Ｂ Ｂ 賞 水越 孝行 でんこう
ラッキー賞 吉田 岳夫 北海電気工事
Ｎ Ｐ 石田 啓二 山口電気機械工務所
Ｎ Ｐ 木村 賢史 北海道タツヲ電気
Ｎ Ｐ 戸塚 達夫 日比谷総合設備
Ｎ Ｐ 矢田 彰 北弘電社
Ｎ Ｐ 佐口 紀浩 日本電設工業
Ｎ Ｐ 冨江 覚司 日比谷総合設備
Ｎ Ｐ 小谷 修 末廣屋電機
Ｎ Ｐ 吉田 岳夫 北海電気工事

（特別賞）
Ｂ Ｇ 矢田 彰 北弘電社
平 和 賞 稲津 亘 北盛電設
大 波 賞 田口 朋宏 北海道ジーエス・ユアサ
小 波 賞 植村 賢 ユアテック
Ｂ Ｂ 賞 川喜田邦夫 能美防災
ラッキー賞 田口 朋宏 北海道ジーエス・ユアサ
Ｎ Ｐ 矢田 彰 北弘電社
Ｎ Ｐ 畳 友祐 北札幌電設
Ｎ Ｐ 佐藤 信悦 旭日電気工業
Ｎ Ｐ 松井 良一 札幌日信電子
Ｎ Ｐ 松井 良一 札幌日信電子
Ｎ Ｐ 木村 賢史 北海道タツヲ電気
Ｎ Ｐ 若林 秀博 札幌日信電子

厚 生 委 員 会 行 事 報 告

順 位 氏 名 会 社 名 イン アウト ＧＲＯＳＳ ＨＣ ＮＥＴ

優 勝鈴木 雅博振興電気 ４６ ４８ ９４ ２５ ６９

準優勝住本 邦裕北海道タツヲ電気 ３７ ４０ ７７ ６ ７１

３ 位石田 啓二 山口電気機械工務所 ４２ ４５ ８７ １５ ７２

４ 位木村 賢史北海道タツヲ電気 ４２ ４６ ８８ １６ ７２

５ 位斉藤 克人きんでん ４３ ４５ ８８ １５ ７３

６ 位戸塚 達夫日比谷総合設備 ４０ ４４ ８４ ９ ７５

７ 位矢田 彰北弘電社 ４１ ４５ ８６ １０ ７６

８ 位佐口 紀浩日本電設工業 ４２ ４６ ８８ １２ ７６

９ 位三好 裕一札幌機電工業所 ４４ ４６ ９０ １４ ７６

１０ 位松井 良一札幌日信電子 ４６ ４６ ９２ １６ ７６

順 位 氏 名 会 社 名 イン アウト ＧＲＯＳＳ ＨＣ ＮＥＴ

優 勝矢田 彰北弘電社 ３８ ３９ ７７ １０ ６７

準優勝畳 友祐北札幌電設 ４３ ４６ ８９ ２２ ６７

３ 位鈴木 雅博振興電気 ４５ ４２ ８７ １８ ６９

４ 位渡辺 修三新 ４８ ４６ ９４ ２４ ７０

５ 位中鉢 征三共電気工業 ４９ ４８ ９７ ２６ ７１

６ 位佐藤 信悦旭日電気工業 ４２ ４５ ８７ １６ ７１

７ 位三好 裕一札幌機電工業所 ４４ ４２ ８６ １４ ７２

８ 位佐久間忠信北明電気工業 ４２ ４０ ８２ ８ ７４

９ 位松原 一朗北明電気工業 ３８ ４４ ８２ ８ ７４

１０ 位加藤 定義北盛電設 ５３ ５１ １０４ ３０ ７４

平成３０年度 第２回・第３回ゴルフ部会コンペ成績

第２回優勝者の鈴木さん（左） 山口副会長（右） 第３回優勝者の矢田さん（左） 山口副会長（右）

第２回 ゴルフ大会 平成３０年６月２２日� 札幌南ゴルフクラブ 参加者２８名

第３回 ゴルフ大会 平成３０年７月１９日� 札幌エルムカントリークラブ 参加者２９名

－１３－
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成　績　表

会員の皆様、日頃より野球部会の活動にご協力
いただきまして有難うございます。
本年度は、６月２０日�９時より「美香保公園野

球場C球場」にて会社対抗ソフトボール大会を開
催し、今大会で３０回目の開催となりました。
今大会も昨年同様、北弘電社、北海電気工事、
北電力設備工事、ドウデン、JVチームの計５
チームによるトーナメント方式で熱戦が繰り広げ
られました。
今年は天候が優れず、強風と砂煙との戦いでも
ありましたが、各チームともチームワークを発揮
し、多くの白熱した試合が展開されました。
結果につきましては、「JVチーム」が３０回目で

初の優勝に輝きました。

また、強豪「北弘電社」の連覇を阻止した「北
海電気工事」が見事準優勝でした。３位は「北弘
電社」、４位は「北電力設備工事」、５位は「ドウ
デン」となりました。
今年は悪天候にもかかわらず、参加いただいた
各チームの皆様大変お疲れ様でした。
来年度は今年度参加されたチームを含め、１社
でも１名でも多く参加していただき、今大会以上
の素晴らしい大会になる事を期待しております。
最後に今大会も皆様のご協力により無事終える
ことができました事に、幹事一同深く感謝いたし
ます。ご協力有難うございました。

野球部会幹事 鈴木 周平（北電力設備工事㈱）

平成３０年度 野球部会活動報告

－１４－
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優勝 JVチーム

強い風が吹き、時折小雨もちらつく天気の中、

６月２０日�北海道電業協会ソフトボール大会が美
香保公園野球場にて開催されました。

昨年の大会で北弘電社チームが前人未踏の１０連

覇を達成し、今回更に記録を伸ばせるのか？！と

いうところに注目が集まりました。

我々JVチームは、異なる会社の方で構成する

いわゆる「寄せ集め」チーム、どうにかこうにか

９人を揃え大会に挑みました。

１回戦では打線が面白いように繋がって序盤か

ら大量リード。これはイケるぞ！とチーム全体に

漂っていた楽勝ムードが一転、最終回に相手チー

ムの猛攻に遭い、一打サヨナラ負けの大ピンチ！

この状況を辛うじて同点で食い止め、同点決着

ルール【ジャンケン】でなんとか１回戦を突破。

トーナメントのくじ運にも恵まれてそのまま決勝

戦へ進む事となりました。

決勝の対戦相手は絶対王者！北弘電社チームに

なるな、と覚悟していましたが何と準決勝で敗退

するという大波乱！「これはもしかしたら優勝の

チャンスがあるかも・・・？」と少しだけ期待が

膨らみます。

そして迎えた決勝戦。気合いを入れて、いざ試

合へ。１回戦とは違うメンバーで臨んだ試合は一

進一退の攻防で１点を争う好ゲーム。ジリジリと

追い上げられる苦しい展開でしたが、急造チーム

とは思えないチームワークを最大限発揮して、序

盤のリードを最後まで守りきり、見事（？）初優

勝を飾りました。

くじとジャンケンの運も味方に付けたタナボタ

優勝ではありますが、違う会社の方と想いをひと

つに戦った事が、今回優勝出来た大きな要因だっ

たのではないでしょうか。また、大会を通じて大

きなケガもなく、普段の仕事とは違う交流を深め

られる大変良い機会になりました。

当日参加された選手の皆さま、応援に来てくだ

さった皆さま、そして、毎年楽しい大会を開催し

てくださる北海道電業協会の皆さま、本当にあり

がとうございました。

拓北電業� 若宮 昇平 記

最初で最後の？優勝

－１５－
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第１回優勝の大沼さん（右）藤井部会長（左）

第２回優勝の若宮さん（右）藤井部会長（左）

平成３０年度 第１回・第２回ボウリング部会報告

平成３０年度第１回ボウリング部会は６月２９日�
スガイディノスノルベサにて開催されました。

見事優勝したのは日本電設工業㈱大沼さん！

そして準優勝には拓北電業㈱尾崎さん！

大沼さんは久しぶりの参加でありながら１ゲー

ム目に２０９のハイスコアを記録し、ぶっちぎりの

優勝でした。

第２回ボウリング部会は８月１７日�に同じくノ
ルベサにて開催されました。参加者にはお盆休暇

明けと言う方が多く、中にはまだ休暇中にも関わ

らず駆けつけて下さった方もいらっしゃいました。

そんな中、優勝したのは拓北電業㈱若宮さん！

準優勝は同じく拓北電業㈱金沢さん！

若宮さんは我がボウリング部会で上位入賞の常

連であります。準優勝の金沢さんと並んで拓北電

業㈱さんのワン・ツー・フィニッシュとなりました。

ボウリングで汗をかいた後は、お馴染みの「北

海しゃぶしゃぶ」さんで表彰式を兼ねた懇親会。

毎度の事ながら仕事上の情報交換や何気ない雑談

まで、様々なトークで会場は大いに盛り上がりま

した。

表彰式では皆さんの歓声で会場が熱気に包ま

れ、プレゼンターの私も汗だくで発表しました。

我々部会幹事一同は、参加して下さった皆様に

出来る限り楽しんで頂きたい一心で運営しており

ます。いつも参加して下さる方々は勿論、「久しぶ

りに遊びに来たよ！」と復帰される方もいまして

嬉しい限りです。

今年度最後になる第３回ボウリング部会は１０月

１９日�に開催致します。適度な運動と美味しい
しゃぶしゃぶ、そしてお酒をかわしながら楽しい

時間を過ごしませんか！ お待ちしております。

ボウリング部会長 藤井 大樹（㈱でんこう）

－１６－
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順位 氏 名 １G ２G ハンデ 合計 会 社 名

優勝 大 沼 辰 ２０９ １５７ １４ ３９４ 日本電設工業

準 尾 崎 健 太 １２３ １４７ ３０ ３３０ 拓 北 電 業

１ 新 名 久 弥 １２７ １４０ ３０ ３２７ ド ウ デ ン

２ 嶋 田 幸 規 １２３ １５９ １１ ３０４ 北 弘 電 社

３ 藤 井 大 樹 １３７ １２１ ２３ ３０４ で ん こ う

４ 嶋 津 博 １２４ １２０ ３０ ３０４ 島 津 電 設

５ 十日市 樹 １３２ １５３ ９ ３０３ 北 弘 電 社

６ 三 好 裕 一 １４１ １４７ ５ ２９８ 札幌機電工業所

７ 小 林 勇 治 １１７ １４９ １３ ２９２ 三共電気工業

８ 畑 千寿代 １２４ １１０ ２８ ２９０ 北 盛 電 設

９ 大 塚 公仁子 ８２ １０２ ４０ ２６４ 拓 北 電 業

１０ 若 宮 昇 平 １１９ １４３ ０ ２６２ 拓 北 電 業

ハイゲーム賞 大沼 辰 日本電設工業

大波賞 小林 勇治 三共電気工業

小波賞 三好 裕一 札幌機電工業所

ブービー賞 福田 哲也 大 成 電 気

ブービーメーカー賞 片山 誠陽 日本電設工業

順位 氏 名 １G ２G ハンデ 合計 会 社 名

優勝 若 宮 昇 平 １７１ １５５ ２ ３３０ 拓 北 電 業

準 金 沢 正 樹 １６２ １１５ ２４ ３２５ 拓 北 電 業

１ 稲 津 亘 １４５ １７２ ０ ３１７ 北 盛 電 設

２ 尾 崎 健 太 １１０ １７７ １３ ３１３ 拓 北 電 業

３ 福 田 哲 也 １１２ １３９ ２４ ２９９ 大 成 電 気

４ 嶋 津 博 １２７ １０８ ３０ ２９５ 島 津 電 設

５ 十日市 樹 １４７ １２７ １０ ２９４ 北 弘 電 社

６ 鈴 木 周 平 １３０ １００ ３０ ２９０ 北電力設備工事

７ 藤 井 大 樹 １３３ １２２ １７ ２８９ で ん こ う

８ 鈴 木 雅 博 １５４ １３０ １ ２８６ 振 興 電 気

９ 森 崎 享 一 １５４ １２５ ３ ２８５ 北 盛 電 設

１０ 吉 岡 秀 雄 １２５ １２４ １７ ２８３ 弘 和 電 気

ハイゲーム賞 尾崎 健太 拓 北 電 業

大波賞 菅井 末行 協信電気工業

小波賞 嶋田 幸規 北 弘 電 社

ブービー賞 細野 隆平 橋本電気工事

ブービーメーカー賞 猪股 栄太 末廣屋電機

北海道電業協会 検索

平成３０年度
第１回 北海道電業協会ボウリング大会順位表

平成３０年度
第２回 北海道電業協会ボウリング大会順位表

開催日：平成３０年６月２９日� 開催日：平成３０年８月１７日�

（一社）北海道電業協会ホームページが新しくなりました！

－１７－
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理事会・委員会報告

理 事 会
◇平成３０年８月３０日� １２：００～１３：３０

第３回議題

【協 議 事 項】

１．平成３０年度 経営者懇談会・セミナーの開催

要領（案）について

２．平成３０年度「公共建築の日」記念イベントの

対応について

３．平成３０年度 官公庁との意見交換会時の要望

事項について

４．電設協「働き方改革に向けた基本方針」につ

いて

５．電設協 平成３０年７月豪雨に伴う義援金に係

る対応について

以上提案どおり承認された。

【報 告 事 項】

１．平成３０年度北海道開発局幹部と建専連との意

見交換会の結果

２．高濃度PCB使用安定器の掘り起こし調査に係

る協力依頼

３．北海道開発局事業振興部との意見交換会の結果

４．平成３０年度 電気設備施設見学会の開催結果

５．技術系学校の先生との意見交換会の開催結果

６．技術系学校の学生の施設見学会の実施結果

７．平成３０年度 札幌市災害時協力協定連絡会議

の開催結果

（以下省略）

以上、概要を報告（宇野専務理事）

三 役 会
◇平成３０年７月１０日� １２：００～１３：３０

第４回議題

１．平成３１年度 任期満了に伴う役員改選に向け

た取り進め（案）について

２．「第２回電気工事技能競技北海道大会」プロ

グラムへの広告掲載について

３．安全パトロールの実施結果について

４．建設業社会保険推進・処遇改善北海道地方連

絡協議会及びWGの開催

５．第３７回北海道電気安全大会の開催について

６．平成３０年度 札幌市災害時協力協定連絡会議

の開催について

７．本・支部事務連絡会議の開催について

８．平成３０年７～８月行事予定について

（以下省略）

◇平成３０年８月７日� １２：００～１３：３０

第５回議題

１．平成３１年度 任期満了に伴う役員改選に向け

た取り進め（案）について

２．平成３０年度 経営者懇談会・セミナーの開催

要領（案）について

３．電設協 平成３０年７月豪雨に伴う義援金に係

る対応について

４．電設協 後藤会長と北海道支部との意見交換

会について

５．建専連北海道開発局幹部との意見交換会につ

いて

６．北海道開発局事業振興部との意見交換会につ

いて（報告）

７．建設業社会保険推進・処遇改善北海道地方連

絡協議会及びWGの開催結果について

８．平成３０年度「札幌市電気設備施工研修会」の

開催結果について

９．技術系学校学生との施設見学会について

（以下省略）

－１８－
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◇平成３０年９月１１日� １２：００～１３：３０

第６回議題

１．電設協 後藤会長と北海道支部との意見交換

会（案）について

２．電気設備学会北海道支部設立２０周年記念行事

への対応について

３．平成３０年度工事追込期における建設産業交通

事故防止総ぐるみ運動の実施及び第３９回建設

業交通安全全道大会の開催について

４．経営者懇談会時の「協会事業のあり方検討

会」中間報告（案）について

５．平成３０年９～１０月行事予定について

総務委員会
◇平成３０年９月５日� １２：００～１３：００

第２回議題

１．平成３０年度 電気・空衛連絡協議会活動に係

る関係官庁との調整状況について

２．平成３０年度 経営者懇談会の開催要領について

３．平成３０年度 「建設産業ふれあい展」の企

画・運営について

４．CPD及びキャリアアップシステム説明会の開

催結果について

５．平成３０年度 技術系学校の先生との意見交換

会の実施結果について

６．技術系学校の学生の工事現場見学会の実施結

果について

７．電設協インターンシップ推進助成金制度につ

いて

８．その他意見交換

経営委員会
◇平成３０年７月１２日� １４：００～１５：００

第２回議題

１．第１回議事録（案）承認について

２．電設協 第２７９回政策委員会の開催概要について

３．平成２９年度 分離発注要請活動結果について

４．北海道開発局及び札幌開発建設部との意見交

換会について

５．平成３０年度 経営者セミナー開催について

６．平成３０年度 建設産業ふれあい展について

７．連絡事項、その他意見交換

◇平成３０年９月１３日� １２：００～１３：００

第３回議題

１．第２回議事録（案）承認について

２．電設協 第２８０回政策委員会の開催概要について

３．平成３０年度 経営者セミナー開催概要について

４．北海道開発局及び札幌開発建設部との意見交

換会について

５．平成３０年度「建設産業ふれあい展」について

６．平成３０年度分離発注要請活動について

７．連絡事項、その他意見交換

広報委員会
◇平成３０年９月１８日� １５：００～１７：００

第２回議題

１．会報「冬号」の編集方針（案）について

２．会報「秋号」の校正について

３．新春特集について

４．その他意見交換

－１９－
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事 務 局 日 誌
７月４日�・北海道赤レンガ建築賞委員会

（かでる２・７）宇野専務

５日�・建専連と北海道開発局幹部との意見
交換会（札幌第一ホテル）宇野専務

６日�・本部第２７９回政策委員会
～７日� （東京）笠島経営副委員長

１０日�・第４回 三役会議

１２日�・第２回 経営委員会

・北海道開発局との意見交換会

（北２条クラブ）

１３日�・登録基幹技能者認定講習会担当会議
（東京）類家事務局長

１７日�・ゴルフ部会
・社会保険推進連絡協議会

（合同庁舎）宇野専務

１８日�・札幌市電気設備施工研修会
（北海道電気会館）類家事務局長

１９日�・本部常任理事会
・本部第３５１回運営委員会

（東京）吉本支部長

・第３回ゴルフコンペ（札幌エルム）

・記念誌編纂委員会反省会

２６日�・北海道電気安全大会
（共済ビル）宇野専務

２７日�・CPD制度説明会（北海道電気会館）
・建設業キャリアアップ説明会

（北海道電気会館）

３１日�・技術系学校学生の施設見学会
（伊達PS）

８月１日�・建設業構造推進懇談会
（道庁別館）宇野専務

２日�・本部・支部事務連絡会議
（東京）宇野事務局長

・社会保険地方連絡会議

（合同庁舎）鈴木副会長

３日�・札幌市災害協定連絡会議
（札幌市役所）類家事務局長

５日�・北海道１５０年記念式典

（道立総合体育センター）吉本会長

７日�・第５回三役会議
８日�・技術系学校の先生との懇談会

（札幌グランドホテル）

１７日�・第２回ボウリング部会（ノルベサ）
２４日�・第２回歌唱部会 （ネオン）

３０日�・第３回理事会・常議員会
９月３日�・本部第３５２回運営委員会

（東京）吉本支部長

５日�・第２回総務委員会
１１日�・第６回 三役会議

・本部第２８０回政策委員会

（東京）笠島経営副委員長

１３日�・第３回経営委員会
１４日�・本部第３５３回運営委員会

・本部常任理事会（東京）吉本支部長

１８日�・第２回広報委員会
２８日�・北海道の建築工事に係る合同研修会

（北海道電気会館）

－２０－
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被災した会員数 被災の主な内容

建物・設備の被害 ７会員

社屋外壁の一部損傷、天井材の一部はがれ、シャッター不具合、下水

配管やボイラーの不具合、FAX、プリンターの故障

（※建物の損壊など重大な災害の報告はありませんでした）

人 的 被 災 家族：１会員１名
職員家族の軽症〔腰のけが〕

（※職員及びその家族に重傷の被災者の報告はありませんでした）

※なお、北海道電業協会会員の道外勤務者社員の父親（厚真町在住）が被災により他界されました。
ここに慎んでご冥福をお祈りします。

このたびの平成３０年北海道胆振東部地震により、亡くなられた方々のご冥福をお祈りしますとと

もに、被災された会員の皆様、地域の皆様、関係者の皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。

（一社）北海道電業協会、日本電設工業協会北海道支部は、今回の地震発生に伴う会員の被災状況について、両協会の会員
（８５会員）を対象として緊急調査を実施しました。
調査結果は、次のとおりです。

会員の被災状況

まずは、今回の胆振東部地震の被害者の方々に心からお見舞いを申し上げま

す。会員の皆様の身の回りでも、大きな被害を受けた方がいらっしゃらないの

か？また、長時間の停電の対応、あるいは施設の電気の緊急復旧などの対応に苦

労されていないのか？心配しております。この広報誌は殆どの作業が地震前のた

め、地震及び長期停電による協会の活動への影響などには触れることができませ

んでした。その点は編集のスケジュールということでお許しください。

さて、本号は、北海道建設部建築局長の椿谷 敏雄様から「道有施設の整備に

おける建築局の取り組み」について、巻頭言を頂戴しました。被災についてのお

見舞いと共に、「確かな建築技術とストックマネジメントにより、地域とともに歩

み続ける公共建築物を目指して～北海道１５０年から次世代への継承～」を基本理

念とした、建築局の取り組みが伝わってまいりました。また、電力の確保と会員

による災害緊急対応の重要性についても触れられ、協会の活動について示唆いた

だきました。震災後の大変お忙しい中、ありがとうございました。

実りの秋になります。地震に負けず、健康に留意されての皆様のご活躍をお祈

りしています。

広報委員長 萩本 哲夫

編集後記

会会報　　　　１Ｃ　１５０線／１８３号　秋　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／１８３号　秋／表３　　　　　　編集後記  2018.09.26 14.34.13  Page 35 



発行　平成30年10月
　　　一般社団法人　北海道電業協会
　　　札幌市中央区北1条東3丁目1-1
　　　北電興業ビル4階
　　　TEL（011）271-2932　
         FAX（011）271-2952
         E-Mail:dodenkyo@estate.ocn.ne.jp
         http://www.dodengyo.jp/

会会報　　　　１Ｃ　１５０線／１８３号　秋　　　４Ｃ１Ｃ　１５０線／１８３号　秋／表４  2018.08.24 17.37.50  Page 36 


	hyo1.p1
	hyo4.p1



